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1 はじめに 

平成 20年（2008年）の学習指導要領改訂以降，情報教育，ICTを活用した教科指導など，教育の情報化に関わる

内容の充実が図られてきた。また，教育の情報化のもう一つの要素である校務の情報化についても一定の予算措置

の基に進められてきた。しかし，現在ではその後の継続的な予算措置が十分とは言えず，附属小学校における ICT

環境の整備は遅れており，その状況はかなり深刻と言える。ましてや一般公立学校のモデルとなりうる水準からは程

遠い。本学の情報基盤システムの更新に伴って，附属学校園への予算的，技術的支援が求められる。 

2 附属小学校の IT 基盤の現状と課題 

附属小学校に設置されている児童のための教育用コンピュータ，教員のための校務用コンピュータのほとんどは平

成 22 年（2010 年）に導入されたままで更新されていない。不具合を起こしたものから随時購入によって入れ替えてき

たため，数種類の機種及び仕様のコンピュータが混在している。また，コンピュータ教室ではネットワークの通信速度

が遅いため 40 台あるコンピュータの内，インターネットに同時接続できるのは 10 台程度である。この環境では ICT を

活用した授業を展開するのは不可能に近い。さらに，児童用コンピュータを教師用コンピュータから一元管理するた

めのシステムが構築されていないことやタブレット端末とデスクトップ端末間でファイル，システムの同期・共有ができな

いために，本来期待される教育効果が得られていない。今後もより求められる ICT を活用した教科指導の遂行と共に，

2020 年度から完全実施となるプログラミング教育を遂行するためには，早急な環境整備が望まれる。 

さらに，このような不十分と言わざるを得ない環境は次のような問題も生んでいる。 

附属小学校には，校務用 45 台，教育実習用 10 台，教育用 63 台，計 118 台のコンピュータが設置されている。そ

れら全てのコンピュータにセキュリティのためのＦセキュアをインストールしたり，パスワードを変更したり，認証したりす

る作業が求められる。しかし，その作業は複雑で躓く職員も多く，事務職員の協力も得ながら管理担当者が対応して

いる。特に年度初めはこれらの作業が集中するが，対応する管理担当者は教員である。授業や教材研究，児童への

対応等の本務が優先されるため，更新作業やメンテナンスは勤務時間内ではなし得ない。そのため大幅な残業や休

日出勤を余儀なくされており，その勤務の振替もままならない。このような業務は教員への負担が大きいだけでなく，こ

れにかけられる時間は教員に支払われる教職調整額の範囲を超えていると考えられ，看過できない。 

また，現在，コンピュータ教室の教育用コンピュータ 40 台全てと，職員室の校務用コンピュータ 36 台の内 19 台が

Windows７のままである。今後，サポートが終了する 2020 年 1 月 14 日までに全ての OS を更新する必要があり，管理

担当者の負担が増えることが考えられる。また，幼稚園，小学校，中学校，特別支援の附属 4 校園では 2019 年度より

小学校にサーバーを設置し，校務支援システムを導入する。それに伴って，本学の情報基盤システムとの連携等の

問題が発生することも考えられ，管理業務はさらに複雑さ，煩雑さを増すと予想される。総合情報処理センターからの

専任職員の配置が望まれる。 

3 おわりに 

以上のように，附属小学校の IT 基盤は，機器及びシステムの老朽化と機種，仕様の混在のため，非効率化と機能

低下を招いている。その結果，ICT を活用した教科指導よる教育効果は得られにくく，校務においては IT の恩恵を享

受するというよりはむしろ，IT の不具合によって効率低下を被るという状況になっている。文京地区の情報基盤システ

ムが更新されるに従い，附属小学校の IT 基盤との差はさらに広がり，まさにガラパゴス化することが懸念される。附属

学校園は教育学部の附属施設ではあるものの，IT 基盤は大学全体の資産であるという視点に立ち，本学情報基盤シ

ステムの一部に組み入れ，大学全体でバランスの取れた情報基盤システムになることが強く望まれる。 
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1 はじめに  

昨今では，情報の価値が上昇し，個人情報漏えいやサイバーテロ，ハッキングなどの言葉がニュースを騒がせてい

る。これらは大学の情報に対しても同じことが言え，研究次第では多くの影響を与えることを考えると非常に重大な問

題である。筆者は情報セキュリティに関して専門的な知識を有しているわけではない。よって，利用者の視点から疑問

に思ったことや要望をまとめる。 

 

2 弘前大学情報基盤システムへの疑問点 

まず，疑問に思ったのは USB の管理である。どこの大学でも同じであると思うが，弘前大学では弘前大学情報シス

テムと接続しているパソコンへのUSBの使用が認められている。しかし，USBにウイルスが感染している可能性もあり，

その対処どうしているのだろう。 

次に，メールアドレスの管理である。筆者が就職活動をした際，企業の評価や口コミを確認したことがあった。その

時，個人のメールアドレスではなく，大学のメールアドレスを要求されることがあった。このように学生の大学メールアド

レスが大学側の確認できないところで第三者に漏れることには問題はないのだろうか。 

また，メール自体の取り扱いではプロトコルについて注意を受けた記憶が私自身無い。しかし，メールを開いた瞬

間プログラムが実行されるものもある。 

これらの問題はインターネットの知識不足が原因である。もちろん，ある程度の知識を有していれば，あるいは何ら

かの対策があれば問題はない。しかしそのどちらにも当てはまらない場合，弘前大学では情報の科目が必修となって

おり，その時間にこのような知識を補うことは可能であると思う。 

 

3 弘前大学情報基盤システムへの要望 

まず，一つ目の要望はノートパソコンの各学部での貸し出しである。現在，弘前大学では図書館内でのみノートパ

ソコンが貸し出されている。しかし，各学部で貸し出してくれるのであれば，急なディスカッションや議論の際より役に

立つだろう。 

次にインターネット経由での印刷である。現在，弘前大学内で印刷のみを実行する場合でも大学内のインターネッ

トと接続しているパソコンを立ち上げる必要がある。これは時間や場所を制限され，不便であると感じている。よって，

クラウドなどの活用を検討してほしい。 

 

4 おわりに 

筆者は前述したとおり，情報セキュリティに関して専門的な知識を有しているわけではない。よって，あくまでも，利

用者としての視点から疑問と要望を述べた。よって，実際にはすでに対策されているもの，実行不可能なものもあるだ

ろう。筆者は勉学に励みやすい環境として，現在より弘前大学情報基盤システムが安全で快適なものになることを望

む。 
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